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２００３年３月の山行記録

講習山行（月例山行）

安達太良山

３月１５日～１６日

参加者

（ 歩き隊）
岩崎元郎 （ 講師）
日吉忠 （ CU)
鈴木保子・ 白浜鷹志 （ JMIA）
沢口千鶴子 （ 同人）
沼崎栄子 （ 遠足）
白石美智子 （ シニア）
日浅尚子・ 山野昭人・ 山野美香・ 福田洋子・
柳澤栄一・ 田口浩昭・ 辻谷宏人

（ 本科）
牧野国廣・ 本田サキ子・ 三川小夜子（ ゲスト ）
藤枝春美 （ 会友）

計１ ８ 名
（ スキー隊）
工藤寿人 （ CL）
金沢和則 （ L）
坂口理子 （ 同人）
岩本一郎 （ 研究生）
藤井佳子・ 宮崎和弘・ 宮崎恭子・ 小林真一

（ 遠足）
横川秀樹・ 浅子裕子・ 伊藤幸雄・ 小松清貴・
宮崎将人 （ 本科）
黒川伸一 （ ゲスト ）

計１ ４ 名

コ ース ・ 行程の概要

3/15(土） JR大塚駅または大宮駅集合～貸切バスで

奥岳スキー場～勢至平～く ろがね小屋（ 泊）

3/16(日） く ろがね小屋～安達太良山～五葉松平～奥

岳スキー場～集合地

[歩き隊・ スキー隊と も同ルート ]

コ ース の核心・ 講習のポイント

・ コ ース の核心

安達太良山頂上鞍部から 五葉松平ヘと続く 、広い

斜面のスキー滑降（ スキー隊の場合）

・ 講習のポイント

シールの扱い・ シール登行時の板への重心のかけ

方。ゲレンデと は異なる、悪条件下の雪質での滑

降技術。

そして快晴の安達太良山。（ スキー隊の場合）

報告者のひと こ と 感想

と にかく 晴天に恵まれた山行でした。私は山スキー

隊で参加しました。

[１ 日目]前夜、私は２時間しか睡眠時間がと れな

かっ たのだが、今回の安達太良山は、往復は貸切バ

ス。車中で結構眠れた。 やはり バス は楽だ。 こんな

山へのアクセスもたまにはいい。昼頃にバス は奥岳

のスキー場に到着。スキー場で軽く 滑っ てから 、ス

キー場横の道から スキーにシールをつけて歩き出す。

私は今回２回目の山スキーで、 まだシール歩行に慣

れていない。「少し後傾気味にして、後ろに体重をの

せるよう にすると いい」 と の、工藤講師のアドバイ

スが聞こえる。なるほど、歩く う ちになんと なく 感

覚がつかめてきた。天候は晴れ。広 と々 した高原状

の勢至平に出ると 、左手に目指す安達太良山から鉄

山へかけての稜線が望める。なんと も気持ちが良い。

本日の宿であるく ろがね小屋に着いたのは夕食直

前の１ ７ ： ３ ０少し前だっ た。

メニューは名物のカレーライス。噂どおり 、 と ても

美味しい。私はおかわり ２杯いだだきました。夕食

後、しばらく して小屋１ Ｆ の食堂部分で、小屋の管

理人の橋本さんを中心に「 歌の会」 開始。 さしずめ

「 山の歌声喫茶」 と いっ たと ころ。橋本さんのハー

モニカ演奏の巧みさに加えて、 その元気さにただた

だ感服。橋本さんは、 この３月で、小屋の管理人の

定年を迎えられる。その労を供にねぎらう のが、 こ
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の山行のまたひと つの目的でもあるのだ。橋本さん

のご挨拶の言葉。「感動は癒しです。感動を大切にし

て下さい」 と いう 言葉がと ても心に残っ た。

[２日目]橋本さんの見送り をう けて、山スキー隊、

歩き隊と も、 ＡＭ６： ３ ０頃、ほぼ同時に小屋を出

発。昨日に勝る快晴の中、 １時間半ほどで山頂直下

の鞍部へ到着。ここでスキーをはずして山頂へ往復。

私は兼用靴ではなく スキー靴なので、ここは少々歩

きづらい。頂上からは３ ６ ０度の冬の大パノ ラマ！

である。今回の安達太良山は本当に晴天に恵まれて

いる。独立峰的要素のある冬のこの山には非常にめ

ずらしいこと らしい。 しかし 、今回はじめての参加

である私には、逆に吹雪の安達太良が想像できない。

岩崎さん曰く 、「安達太良で天候がいいのはかえっ て

不幸だ。」なるほど、これは講習会なのだから 、悪天

候のほう がかえっ て勉強になる、 と いう ものか？複

雑な気持ちではあるが、山頂からの風景を堪能する

に、 と にかく いい天気で気持ち爽快！であっ た。

さて、次はいよいよ、五葉松平へのスキー滑降開

始である。スキー技術に不安のある私は、ボーゲン

で他の人についていく のが精一杯だ。整備されたゲ

レンデ上の雪と違い、と ても滑り にく い。雪が硬く 、

またでこぼこしていて、私の技術では足をそろえる

こと不可能状態である。途中一部、雪が柔らかく な

り 、ゲレンデ感覚で滑れる斜面があっ たが、 それも

あっ と いう 間で、五葉松平へ着いてしまっ た。あと

は樹林帯の中をゴンドラ リ フト終点までいく 。 リ フ

ト終点へ着いたのは１ ０ ： ００少し前で、結局ここ

までは歩き隊のほう が早かっ たよう である。。。飛び

道具（ スキー） に頼らず、 こつこつと確実にすすん

だ方が結局は早いと いう こ と か？（ さしずめ人生の

よう に [大袈裟な・ ・ ・ ]）
いやいや。岩・ 沢登り をはじめと して、一般に登

山と いう ものは登っ ている間は、目標があっ て緊張

感もあるが、なかなか下り に楽しみを見出せない。

（ 特に私は下り が嫌いである） 一方、スキー登山は

登り ・ 下り両方を目的と できる唯一の登山形態でな

いだろう か。一連の行為の中に退屈がない。スキー

の技術があれば、楽しみももっ と 広がると思う 。 そ

んな思いの、安達太良スキー山行であり ました。

報告者 小松 清貴

△△△△△△△△△△△△△

自主山行

渡良瀬川付近の山 ・々石倉山・大萱山・たぬき山・

三境山

３月２１日～２２日

参加者

福田洋子（ L）・ 伊藤幸雄(SL)・ 山野昭人・ 山野美香・

田口浩昭、

計５名

コ ース ・ 行程の概要

[予定]
足尾駅→大クツ沢→石倉山→大萱山→

黒坂石キャンプ地（ 幕営予定） →

カドバタ沢林道→たぬき山→三境山→

残間山→神戸駅

[結果]
足尾駅（ 10： 40） →大クツ沢→

石倉山（ 2： 45） →1070分岐付近ビバーク

（ 二日目6： 00出発） →大萱山（ 7： 00） →
尾沢林道下降→（ 10： 00） カドバタ沢林道→

（ 熊糞山） →

たぬき 山（ 2： 00エスケープで降り る事を決断）

→採石地の林道→サンレイク草木（ 4： 00）

大クツ沢沿いに進むと 、右の尾根にう っ すらと トレ

ースがあるが、上部は鹿の防護ネッ トが阻んでいた

為直進。両岸がその先Ｖ字の様相を強く して来たの

で、左岸がまだ登れる傾斜と判断。雪も付いていな

いので、 トッ プに続き次 と々 登り 始めるが、泥土と

思っ ていた斜面は、靴をいく ら強く 蹴り込んでも入

らない凍土になっ ており 、 それぞれ不安定な足場を

なんと かザイルを出して確保。 その場でアイゼンを

装着。その後も５ ０ｍぐ らいはザイルでつなぎなが

ら登攀。石倉山２ :４ ０到着。予測していたタイムを

大幅にオーバーしている為、現在地を確認しながら

ビバーク地を選定。黒坂石分岐付近にツェ ルト を張

る。 ４ :０ ０ （ 積雪３０㎝以上）。

大萱山より尾沢を下降（ 地形図に表記なし。 エアリ

アでは途中まで林道が来ているが、あたり の伐採の

様子から 、最近になっ て尾根まで林道が伸びて来た

よう だっ た）。カドバタ沢を詰めて尾根に上がる昨日

のこ と があっ たので、慎重にルートを選ぶ。各ピー
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ク毎に高度と地形を確認。絶対の確信でたぬき 山に

到着。しかし 、目印である△点が見当たらず、ト ッ

プが焦っ ていると 、後方より 到着の二人に合図され、

やっ と木の梢にある△点を発見１ :４ ５ 。
コ ース の核心・ ポイント

１ .大クツ沢から入る石倉山までのルート は、事前に

入山の記録を探せなかっ た。途中までは仕事道が

あると予測。

２ .全行程を通し、残雪量が行程の難易度を左右する

と思われる。

３ ．地図上の等高線のピーク を認識できるか、また

等高線に現れない細かいピーク をそれと判断でき

るか。

４ ．ショ ートカ ッ ト、 エスケープの判断

感 想

まず、 この地域の資料が限られていた為、所要時間

の割り 出しが難しかっ た。自分では下降に余り雪が

残っ ていないよう にと 、北から南へのルートを作っ

たが、 それ以上に凍土の登攀や沢をどの程度まで詰

めて行く か、又エスケープに使う林道と自分の進む

尾根なり沢をどのよう に交差して逃げ道に降り るか、

地形図の示す樹木の種類や崖がそれをいかに表して

いるか（ 地図に無い道が出来ている事も） 勉強にな

っ た。今回は雪のため踏み跡の確認もしやすく 、破

線や本に紹介された部分に関しては、まだ雪のある

この時期でも人が入っ てく るが、反面そのよう な紹

介のないルートに関しては、鹿や猪、熊かもしれな

い糞（ たぬき 山の東南にあるピーク は、熊糞山の山

名板あり ） 仕事で入っ たと思われる人の足跡などが

錯そう しており 、惑わせられる。 さまざまな場面で

の経験がマダマダ足り ない事を実感した。

報告者 福田 洋子

△△△△△△△△△△△△△△

投稿

シニア登山科／雪山登頂プラン

南ア・仙丈岳

３月２１日～２３日

収穫

登頂断念の決断を、いつ、 どう するか。

雪山歩行の確認。技術の定着。

１ 日目＝戸台スタートが７時５ ０分。仙水小屋到着

が午後３時３０分。夏ならば、北沢峠まで一気に車

で入っ てしまう コ ースをてく てく と川原歩きや樹林

帯歩きを続けてよう やく 到着。小屋まで標高１０ ０

０ メートルを登っ たこ と になるが、あまり に長い道

のり で、登っ たと いう 気分はゼロ 。確かに八丁坂あ

たり は九十九折の坂が続いて「 山登り 」 の雰囲気は

あっ たが。小屋の一時間手前の長衛小屋から堰堤を

７つ越え、短いロープの箇所を渡り 、谷間の坂を経

て、小屋直下の急坂をよじ登るが、 メンバーのほと

んどがこれでもか、これでもかと 続く 堰堤にう んざ

り 。 もちろん、私もう んざり 。

２日目＝快晴。５時１ ０分出発。昨日の堰堤越えは、

あれ？ と いう ほどあっ けなく 、仙丈岳五合目まで

もあっ けなく 。昨日の長歩きがほどよい足慣らしに

なっ ていたのかも。大滝の頭から小仙丈までは、 ラ

ッ セルと まではいかないが、道をつく り ながらの歩

行。時々先頭を代わる。入山者は６ ０才前後のご夫

婦（ と ても健脚） と関西のＳ山岳会の数人、 あと 、

単独の人たち 。 ご夫婦が大健闘で、かなり の行程を

先頭で歩いてく ださっ た。 Ｓ山岳会はけっ こ う ラ ッ

セル泥棒していたなあ・ ・ ・ ・ ・ 。

小仙丈までは順調だっ た空模様が、雲が厚く なり 、

時折、雪が舞いだした。小仙丈からいっ たん、ナイ

フ リ ッ ジを通っ てぐ っ と一度下るが、ここがどう や

ら今講習の核心。偵察に行っ た太田講師は、尾根が

非常に狭く 、 ちょ っ と バランスを崩すと 下まで落ち

るキケン箇所であること 、通過にはロープが必要な

こと 、 １ ２人全員が通過するには相当の時間がかか

り 、 １ ２時３０分と予定していた登頂時間を大幅に

過ぎるであろう こ と 、などから 、 これ以上の登攀を

断念。

（ 年配のご夫婦は核心部を越え、頂上下近く まで進

んだけれど、結局、予定の１２時までには山頂に達

せず、私たち同様、引き返されました）

山頂を踏めず残念、と いう 気持ちはまっ たく なく 、

むしろ、種々の条件を並べ、 さあ、 どう いう 判断を

すべきか、 と いう 決断の勉強ができ、たいへん有意

義でした。冬山は、 １ ２月の天神平で初めてアイゼ

ンと ピッ ケルを身につけ、富士山雪訓練、瑞牆山、

金峰山、硫黄岳、伯耆大山、谷川岳雪洞、安達太良

山などを体験しましたが、今回は、狭い稜線や一部

急坂もあり 、 アイゼンやピッ ケルの使い方の確認が
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できました。 また、下山の時の足、体の重心など、

冬山歩行も徹底でき、実り の多い、講習と なり まし

た。

３日目＝快晴。あっ たか。川原歩きは、 ピクニッ ク

気分。 Ｓさんは半そで。雪の照り返しを気にしなが

ら、 ５時間で戸台に戻り ました。

食料計画、所持品、体調管理、歩行、など、たいへ

んう まく いっ た山行でしたが、減点１０点。 ３日目

の下山で、木の橋を渡り ましたが、「臆病、慎重」 と

いう 気質がもろに出て、及び腰、足元ふらふらで渡

っ てしまい、皆さんにと ても恥ずかしいと ころを見

せてしまいました。気持ちが引けると 、体がぎく し

ゃ く してしまいます。ほどほどの自信を持っ て、渡

れば、 どう と いう こと はないはずなのに。反省。

投稿者 日浅 尚子

△△△△△△△△△△△△△

投稿

Ｃ－ＵＰコラム『新人クライマーのひとりごと』

第５回

本科生のオススメ本なのだ！

■神々の山嶺／夢枕獏 集英社文庫

山歩きを始めたばかり の頃に夢中になっ て読んで

いて電車を乗り過ごしたこ と もあり ました。基本的

にはミ ステリ ーなのですが、主人公のキャ ラは森田

勝さんをモデルにしていると知り 、佐瀬稔さんの『 狼

は帰らず』 などの佐瀬作品を読む発端と なっ た小説

です。 (恵)

■ヒ マラヤを駆け抜けた男／佐瀬稔 中公文庫

8000ｍ峰 14座完登にもっ と も近づいた日本人登

山家山田昇さんの生涯を描いたノ ンフ ィ クショ ン。

読むだけで圧倒されてしまう世界なのですが、山田

昇さんの名前は、現在アンナプルナ遠征中の山本篤

さんが尊敬する人と して名前を挙げたので知っ た次

第です。本の中に山本さんの名前も出てきます。(恵)

■槍ヶ岳開山／新田次郎 文春文庫

槍ヶ岳に登ると槍沢に播隆上人がこもっ た岩屋が

あり ます。1828年にここを拠点に槍ヶ岳に初登攀し
たそう ですが、初めて槍ヶ岳に登っ たと きはそんな

こと と は露知らず、何故そんな昔にこんなと ころに

お坊さんがこもっ て山に登っ たのだろう く らいにし

か思いませんでした。

二度目に登っ たと きは槍ヶ岳を目指して歩いてい

るう ちにだんだんと 大きく なっ ていく その姿に感動

しました。頂上に祠がある理由も何だかわかるよう

な気がしましたが、この小説を読んでから登ると ま

た一味違っ た槍ヶ岳が楽しめると思います。 (恵)

■凍る体 低体温症の恐怖／船木上総 山と渓谷社

著者は医師で、大学時代山スキーでモンブランの

氷河でクレバスに落ち、奇跡的に助かっ た体験を中

心に低体温症について書いてあり ます。先日のＴ Ｖ

でアンビリ ーバボーなお話と して紹介されてました。

神経損傷からの長いリ ハビリ生活記録の記述など、

ちょ っ と低体温症と無関係な記述もあり ますが、 さ

っ と低体温症を知るにはいい本です。 (俊)

■ドキュ メント雪崩遭難／阿部幹雄 山と渓谷社

最近の雪崩遭難のいく つかを紹介しています。昔

は雪崩が発生しなかっ たと ころでも最近は発生し、

ベテランでも判断を誤るケースがあるよう です。最

近は冬でも暖かい日が多かっ たり 、 アラレのよう な

弱層になり やすい雪がよく 降っ たり するそう な．．．．

表層雪崩の実際を知るには良い本でしょ う か？（全

層雪崩はどう なんでしょ う？） (俊)

■続・ 山で死なないために／武田文男 朝日文庫

表題の印象と は異なり 、日本内外での登山の色々

な問題点やエピソードが書かれている。最も印象的

なのは井上靖の「 氷壁」 のモデルと なっ た事件であ

る。ナイロンザイルの改良の歴史が簡潔な文章にま

と められている。現在我々が安心して使えるのも、

尊い犠牲やそれを無駄にしないと いう 周囲の人間の

執念のおかげであること が心に沁みる。 (昭)

■わかり やすい天気図の話／日本気象協会編 クラ

イム

天気図が書けるよう になり たいと 思い、 インター

ネッ トで検索して購入した。期待通り 、前半の殆ど

が天気図の書き方に充てられている。例題を解いて

いるう ちに、自然と 16方位や等圧線に慣れること
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ができ、天気図が書けるよう な気分になっ てく る。

最初は何の感慨も湧かない表紙だが、この本を読み

終える頃には、思わず見つめなおしてしまう 。表紙

には熟達者による手書きの天気図が示されている。

(昭)

■山の本いろいろ

「 山岳小説」 には、実在の人物や事件をモデルに

したものが多い。山岳と いう 限定された舞台では「 リ

アリ ティ ーある作り話」 が難しいからだろう か。新

田次郎の「 孤高の人」 (新潮文庫)のモデルは加藤文

太郎だが、加藤の「 新編単独行」 (山と渓谷社)を読
むと 、 すき好んで単独山行にこだわっ たわけではな

いこと がわかる。「孤高の人」 は「 新編単独行」 と セ

ッ トで読んでこそ、 と思う 。

夢枕獏の「 神々の山嶺」 (集英社文庫)の一部は森

田勝がモデルで、 これは佐瀬稔の「 狼は帰らずーア

ルピニ スト森田勝の生と死」 (中公文庫)と併せて読
むと ぐ んと 面白い。ついでに、「神 の々山嶺」はコ ミ

ッ ク (集英社)にもなっ ていて、画の谷口ジローは、

「 Ｋ」 (双葉社)も描いている。「 Ｋ」 は、「ゴルゴ 13」
や「 ブラ ッ クジャ ッ ク 」 の山版の感じ。笑っ ちゃ う

く らいにコテコテの劇画(例えば、氷壁を登るのに、

突風を利用し体を風にあおらせ、手だけで、つまり

逆立ち状態で、鯉のぼり みたいな格好で登る、と い

う具合)だが、なぜかこの主人公Ｋに魅かれるのであ

り ます。

山を始めて、読む本の８割は山の本になっ てしま

っ た。本屋に行っ ても 、 まずは、山の本のコ ーナー

だ。山行の電車の中では、森村誠一の肩のこらない

山岳ミ ステリ ーを読む。時間つぶしにはもっ てこい。

そう いえば、最近文庫化された「 マークスの山」 (高
村薫／講談社文庫)は南アルプスが舞台。高村薫は山

をやる人なのかそう ではないのか。「登っ てないんじ

ゃない。単なる取材よ、彼氏と かは山やるかも知れ

ないけれど」 と は山ヤのＦ さん。高校・ 大学と山岳

部で鍛えた職場の先輩Ｓさんは「 あれはぜっ たい、

登っ てるね。山やり そう な、顔してるしさ 」。さて、

どっ ちなんでしょ う 。

山の本の中で、特に関心があるのが、遭難あるい

は奇跡の生還のたぐい。 もっ と もおすすめは「 生と

死の分岐点」 (P.シューベルト／山と渓谷社)。リ アル

です。具体的です。残酷です。だから 、気持ちが引

き締まり ます。筆者はドイツ人。緻密です。国内の

本だと 、と り あえず(「 生と死の分岐点」 のよう な学

術的遭難本が国内でも書かれるべきなのに )「 ドキュ

メ ント雪崩遭難」 (阿部幹雄／山と渓谷社)と 「 凍る
体―低体温症の恐怖」 (船木上総／山と渓谷社)。「雪
崩遭難」 は、先日の谷川岳サバイバル訓練の前日に

読みました。雪崩は怖い！と思っ たので、あえて、

イの一番に埋めてもらいました。怖いこと は、 さ っ

さ と やっ てしまえ！と いう こと で。

登山家が著した記録やエッ セイ 、山岳ドキュ メン

ト の分野には、素晴らしい作品がたく さんある。川

崎精雄(「 山を見る日」「 藪山・ 雪山」 )は深田久弥よ

り ずっ と よいと 思う し、小西政継にはもっ と もっ と

登っ て、たく さんたく さん書いてもらいたかっ た。

奥さんの小西郁子さんの 「 小西さんちの家族登山」

(山と渓谷社)は素晴らしい子育て論・ 家族論。 この

本にもっ と早く 出合っ ていたら、私の子育ても違っ

たものになっ ていたのに・ ・ ・ 。 (尚)

編集（ 秀）

編集局から

３月号は体制に大きな変化もあって休刊になって

しまいましたが、今月号からまた新たなスタートを

切りました。自主山行原稿、投稿原稿が多くなって

きて内容も楽しくなってきた感があります。４月も

雪山・沢などの自主山行が多いようで、多数の山行

原稿期待しております。よろしくお願いいたします。

「本科生のお勧め本なのだ！」というような、あ

るテーマで本科生の投稿を募って編集する特別企画

風のコラムも楽しいですね。（秀さんがまとめられた

ものです）

お勧めの本といえば、沢の本もありましたね。山

塾主宰の書かれた「沢登りの本」は、山塾の基本図

書ですので、沢関係では１番初めに読んだ本でした。

沢登りなんていう登山形態はほとんど知りませんで

したから、高巻きとか、へつりとかいう用語を仕入

れた本でした。あとは高桑信一の「道なき渓への招

待」なども読みました。昔、サンカと呼ばれる山の

民は沢・沢沿いの峠径から目的地までの数百キロに

およぶ行程を、いちども里に降りることなく山中を

移動したという記述にロマンを感じました。昔の日

本は平野部しか大和朝廷の支配が及ばず、村を一歩

出た辺境（山地）に住む民は、鬼とか、まつろわぬ
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者とか呼ばれて恐れられていたそうですね。沢径と

尾根道を組み合わせて、大和朝廷も及ばないネット

ワークを構築していたのだろうか？などと想像する

とちょっとワクワク感を感じます。時々天皇家も（余

った？）皇子を鬼一族に養子を出して彼らとの関係

を維持していたとかいう妖しいお話もあるようです

ね。（一説によると豊臣秀吉もそういう高貴な血筋の

人だったとか？）そんな鬼、サンカの民になった気

分で、自分も沢を登って里人に知られずに遠くまで

行動してみたいなどと思った次第です。沢を使えば、

結構山の奥に入れるということを認識させられた本

でした。
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